
飛散性アスベスト廃棄物（廃石綿等）の処理状況（平成 29 年度実績） 

 

 平成 30 年８月 24 日付け「廃石綿等の処理状況調査について」にて、各都道府県・各
政令市に調査依頼した結果を取りまとめたところ、平成 29 年度の廃石綿等の処理量は
46,716 トンであった。このうち、固型化して二重こん包した上での埋立処分が 37,212
トン、溶融処理が 9,298 トン、無害化処理が 206 トンであった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブロック別処理量                                                    単位：トン 

ブロック名 固型化処理量 溶融処理量 無害化処理量 最終処分量 
北海道区域 1,494 0 0 1,494 

東北区域 8,225 1,303 206 8,225 

関東区域 1,901 5,297 0 1,937 

中部区域 9,303 0 0 9,303 

近畿区域 2,400 1,553 0 2,400 

中国四国区域 10,175 643 0 10,175 

九州区域 3,714 501 0 3,723 

計 37,212 9,298 206 37,257 

 
ブロック別処理業者数 

ブロック名 最終処分業 中間処理業 
北海道区域 21 0 

東北区域 14 2 

関東区域 4 2 

中部区域 7 1 

近畿区域 4 1 

中国四国区域 15 2 

九州区域 13 1 

計 78 9 

排出量 

46,716 

固型化後、二重梱包 

37,212 

管理型最終処分場 

36 

再生利用 

142 

溶融処理 

9,298 

管理型最終処分場 

37,212 

再生利用 

6,147 

管理型最終処分場 

9 無害化処理 

206 

単位：トン 

※排出量そのものは調査していないため、処理量の合計≒発生量としている。 

※溶融処理及び無害化処理により減容された分があるため、排出量と処分量合計は一致しない。 


